
居住支援法人等における
サブリースの状況について

神奈川県

住宅計画課

資料３－２



1 サブリースに取り組む居住支援法人等

神奈川県居住支援協議会

NPO法人ぐるーぷ藤 〈藤沢市内の高齢者、障がい者、生活保護受給者を中心とした住まいサポートなど〉

株式会社めぐみ不動産コンサルティング 〈シングルマザー向けのシェアハウスの提供と仕事の提供や相談など〉

NPO法人ワンエイド 〈生活・住まいのサポートやフードバンクによる食料支援など〉

社会福祉法人悠々会 〈川崎市内で見守り付き賃貸住宅の入居支援やサブリース事業など〉

社会福祉法人いきいき福祉会 〈横浜市、藤沢市、平塚市での入居支援や見守り支援など〉

（検討中）公益社団法人かながわ住まいまちづくり協会 〈県居住支援協議会事務局、住まい探し相談会の開催など〉

居住支援協議会

居住支援法人 ※〈〉内は主な支援業務



2 神奈川県居住支援協議会の取組み①
令和２年度に国交省の補助を受け、空き家・空き室を活用した居住支援方策検討事業を実施



3 神奈川県居住支援協議会の取組み②

【転貸事業の手法】

・借り上げは住戸単位

・入居者の希望があってから借り上げる（余分な支払いを防ぐ）

・見守りと死後事務委任契約が付加価値

・月額費用は家賃に10,000 円を加算した額
（内訳：貸主向け保険・見守り（週２回）･居室内死亡時の

残存家財片付け費用・原状回復費用を補償するサービス・死後事務
委任費用・リスク管理費（人件費・リスク対応費））

・将来的に居住支援法人に、当該転貸事業を引き継ぐことを契約書に明記

【転貸事業の契約様式】

（１）貸主と居住支援協議会の契約（３つのモデルを作成）

①原契約をそのまま活用し、「覚書」で対応 ・・・【覚書対応】

②原契約を極力活かし、「特記事項」に本事業の目的等を明記・・・【特記事項追加型】

③本事業のためのオリジナルの契約様式 ・・・【条項盛り込み型】

（２）居住支援協議会（貸主）と入居者の契約

国土交通省作成「賃貸住宅標準契約書」を基に、入居後のサービス内容、料金、
残置家財の処分方法などを追記

「家財処分依頼書」を契約時に予め取り付け、死後事務が円滑に進むよう工夫

転貸事業のスキーム・事業実施のための契約書式



4 NPO法人ぐるーぷ藤（藤沢市）

活動地域 藤沢市

サブリース事業
身元保証人がいない、また一人での生活に不安が強い等、一般の賃貸住宅に住むことが困難な住宅確保要
配慮者に対し、ぐるーぷ藤が継続して住戸を１戸借り上げ、サブリースしている。

見守り支援
サブリースしているアパートは、ぐるーぷ藤が運営しているグループホームに隣接しており、緩やかな見守り
を受けられる。

藤沢市内で主に高齢者・障がい者の介護事業や支援活動、サ高住の展開をしており、サブリース事業も行っている



5 株式会社めぐみ不動産コンサルティング（伊勢原市）①

活動地域 神奈川県全域 ※ひとり親以外は県西部のみ

サブリース事業
空き家１棟を継続して借り上げ、シングルマザーや単身女性専用のシェアハウスとして、８戸サブリースして
いる。
共用部の家具や家電があるため、手ぶら入居も可能としている。

見守り支援 月２回の掃除や備品補充に加えて、週１回以上、スタッフが通っている。

シングルマザーの居住支援をはじめ、不動産業という特色を活かし、サブリース住宅の提供も行う



月額賃料は58,000～62,000円（共益費込）のシェアハウスで、エアコン・鍵付きの８部屋を展開

6 株式会社めぐみ不動産コンサルティング（伊勢原市）②



7 NPO法人ワンエイド（座間市）

活動地域 神奈川県全域

サブリース事業
状況や性別、年齢に応じて、継続して借り上げているアパート（１戸）に短期間（最大９ヶ月）でサブリースして
いる。
必要に応じてフードバンクにより、食料の提供を行う。

見守り支援 週１回の訪問や週１回以上の電話で安否確認をしている。

不動産会社とNPO法人の二つの立場で、生活のサポート、住まいのサポート、フードバンクによる食料の支援を行う



8 社会福祉法人悠々会（東京都町田市）①

活動地域 川崎市

サブリース事業
相談者の希望にあった民間賃貸住宅を探し、物件の内見に同行して、相談者が気に入った物件を住戸単位
で借り上げ、サブリースしている。
家主への支払いを減額した分で、下記の見守りサービスや日常生活支援等を実施。

見守り支援
サブリース物件の入居者に対し、全ての住戸に民間警備会社の２４時間、３６５日の見守りシステムやスプリ
ンクラーの整備、定期訪問、買い物サポートなど様々な支援をしている。

特養等の介護福祉事業を展開しながら、川崎市内で見守りサービスがついたサブリース賃貸住宅を提供する



平成２９年４月に公布された住宅

セーフティネット法の改正法が同

年１０月２５日に施行されました。

高齢者、低額所得者、子育て世帯

等の住宅確保要配慮者の入居を

拒まない賃貸住宅の登録制度な

ど、民間賃貸住宅や空き家を活用

した「新たな住宅セーフティネット

制度」が本格的に始まり、住宅

セーフティネット法の概要に沿って、

「あんしん住宅」事業を運営してい

ます。

あんしん住宅の利用者は、見守りのほか、悠々会の生活支援や葬儀、家財処分などの支援サービスが受けられる

9 社会福祉法人悠々会（東京都町田市）②



10 社会福祉法人いきいき福祉会（藤沢市）

活動地域 横浜市、藤沢市、平塚市

サブリース事業
いきいき福祉会が展開する介護福祉事業所のある建物内の賃貸住宅を継続して、１棟もしくは一部住戸を借
り上げ、サブリースしている。

見守り支援
サブリース物件の入居者に対し、朝晩の巡回による安否確認、２４時間緊急時の対応、５分以内の生活援助
を提供。
（長時間の生活援助や身体介護等は別途有料サービスで提供が可能。）

特養等の介護福祉事業を展開しながら、安否確認や24時間緊急時の対応などのサービスがついたサブリース賃貸住宅を提供



11 まとめ

借り上げ形態 戸数

神奈川県居住支援協議会
希望を受けて借り上げ

（住戸）

NPO法人ぐるーぷ藤
継続して借り上げ

（住戸）
１戸

株式会社めぐみ不動産コンサルティング
継続して借り上げ

（住棟）
８戸

NPO法人ワンエイド
継続して借り上げ

（住戸）
１戸

社会福祉法人悠々会
希望を受けて借り上げ

（住戸）

社会福祉法人いきいき福祉会
継続して借り上げ
（住棟・住戸）

住棟借り：10戸
住戸借り：７戸

各法人により、借り上げ形態や借り上げる住戸数は様々である

居住支援法人
形式


